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初めて通級を担当される先生方に、今回は大きく４点のことをお伝えしようと思います。
これからのスライド資料は、通級の１年間の見通しや、
個々の「指導目標」や「指導内容」をどのように組み立てていくかなどが
何となくイメージできてほしいなと思い、作成いたしました。

2



まずはじめは、通級の年間を通しての流れです。
資料のような流れで、子どもの実態をしっかりと把握し、個々の指導計画を作成していき
ます。
目標や内容が決まれば、個々にあった教材や教具を用意します。
「個々の特性」や「理解度」「習得具合」「集中力」等に合わせて、内容や教材、量や質
を調整しながら授業実践を積み重ねていきます。
学期末には、子どもの変容や指導の経過を振り返り、懇談会等で保護者や学級担任
に評価を返していきます。
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通級の指導は、個別の指導を主としていることから、個々の実態を的確に把握することが
もっとも重要になります。
多くの情報を得ながら、それらを整理し、子どもの成長や発達段階に応じて、定期的に
見直していくことで「的確さ」は増していきます。
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通級による指導は、教育課程上の「自立活動」の時間にあたります。
「自立活動」については、特別支援学校教育要領・学習指導要領解説「自立活動
編」を参考にしてください。
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愛媛県教育委員会特別支援教育課からは、資料のような「個別の指導計画」の様式
が示されています。
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自立活動の目標は、長期目標と短期目標を定め、ステップバイステップで個々の障がい
の改善等を目指します。
目標は、「指導の終了」にもつながってきますので、見通しをもって設定する必要がありま
す。
個々の障がいの状態にもよりますが、おおむね３年以内をめどに終了できるように目標を
定めるとよいかと思います。
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指導内容は、まずは、先輩方に「基本の指導内容」を尋ねて、「基本の指導内容」を真
似て取り組むことがよいかと思います。
「基本の指導内容」と言うのがポイントです。
言語面で言うと、聞き分け練習や口の体操、口の形づくり、舌の運動を正しくできるよう
になれば、いつの間にか改善されてきます。
ぜひ、先輩方から、正しい練習の仕方を学んで欲しいと思います。
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私なりに、これまでの経験上「大事だなぁ」と感じたことを挙げてみました。
通級指導は、まさに「オーダーメイド！」！個に応じた指導や教材がチョイスできるようにた
くさんの引き出しが必要になります。
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「引き出し」は、研修等で学んでいくだけでなく、先輩の先生方の授業を参観したり、相
談したりすることで学ぶことも大事です。
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何か、お悩みのことや、ご不明なことがございましたら、遠慮なさらずにご連絡いただけたら
と思います。
通級に通う子供たちのために、「ともに」助け合っていきましょう！
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